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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(1) 経営成績に関する説明

当第 3 四半期連結累計期間（平成 28 年 4 月 1日～平成 28 年 12 月 31 日）におけるわが国経

済は、実質経済成長率に大きなウェイトを占める個人消費が低調に推移し、設備投資も日銀に

よるマイナス金利導入により増加が期待されたものの、先行きの成長への期待を持ちにくいこ

とから伸び悩む等、足踏み状態が続いていましたが、米国の大統領選挙後、円安、株高に転じ

たことから、輸出を取り巻く環境にも幾分改善の兆しが見られました。しかしながら、中国経

済も依然として構造的な調整が続き、さらに、欧州経済も英国の EU 離脱の影響を受け、さら

に、米国新政権発足後の政策の不確実性も懸念され、景気の先行きは一層不透明なものとなっ

ております。 

このような状況のもと、当社グループは、薬品・建材事業ともに新製品や新規用途開発品を

中心とした販売・生産数量の確保・拡大、新規ユーザーの開拓、価格競争力を増すための低コ

スト体質強化に引き続いて取り組んでまいりました。同時に、海外（タイ）子会社においては

主力ユーザーの事業撤退に直面したネクサス・エレケミック社の解散、清算に向けての対応、

サイアム・エヌケーエス社における車載用関連製品等の安定生産、増産体制の確立への対応、

国内においては福島第一工場における二次電池用正極材受託加工の安定供給、増産体制の確立

等の具体的課題への対応に尽力してまいりました。その結果、当第 3四半期連結累計期間の当

社グループ全体の売上高は、前年同四半期比 675 百万円 4.9％増の 14,589 百万円、営業利益が

前年同四半期比 697 百万円 59.5％増の 1,869 百万円、経常利益が前年同四半期比 706 百万円

53.9％増の 2,016 百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益が前年同四半期比 451 百万円

48.0％増の 1,392 百万円となりました。 

なお、ネクサス・エレケミック社は、既に平成 28 年 7 月 4 日に開示しておりますように、

同日の取締役会で解散、清算を決議し、清算に向けて手続きを進めておりましたが、同年 12

月を持ちまして操業を停止し、法的な手続きを開始しました。その清算による連結業績への影

響は、既に固定資産の減損、要員の削減等、前期、前々期にマイナス要素を処理していること

から、軽微なものと考えております。 

セグメントの業績は、次のとおりとなります。 

[薬品事業] 

主力の薬品事業は、国内においては、納入先の複数購買化、生産拠点の海外シフトおよび中

国経済減速の影響等により販売数量が伸び悩みましたが、本格稼働となった二次電池用正極材

受託加工の売上増加、海外においては、サイアム・エヌケーエス社における更なる新製品であ

る車載用関連製品 2品目が実績化されたことから、売上高は前年同四半期比 546 百万円 4.7％

増の 12,127 百万円となりました。 

利益面では、国内における二次電池用正極材受託加工の利益増加等に加え、海外においても、

ネクサス・エレケミック社の営業損失が、前期に行った減損処理およびリストラ対応等により

縮小する一方、サイアム・エヌケーエス社の車載用関連製品2品目の実績化が寄与し、海外子

会社全体で営業利益がプラスに転じたこともあり、薬品事業全体の営業利益は前年同四半期比

685百万円77.7％増の1,566百万円と大幅に増加しました。 

[建材事業] 

消費税増税前の駆け込み需要の反動減の影響で低調に推移していた新設住宅着工戸数は、幾

分持ち直しの兆しが見えたものの、本格的な回復までには至らず、住宅建材関係において主力

製品である防火通気見切り縁が減少しましたが、かねてより準備を進めてきた新製品が実績化

されたことにより、売上高は前年同四半期比128百万円5.5％増の2,461百万円となり、営業利

益も前年同四半期比66百万円10.6％増の695百万円となりました。 
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(2) 財政状態に関する説明 

当第3四半期連結会計期間末における流動資産は、棚卸資産が減少したものの、売上債権、

現金及び預金が増加したことにより、前連結会計年度末比1,323百万円増の23,625百万円とな

りました。一方、固定資産は、二次電池用正極材受託加工の更なる増産体制構築のため建設仮

勘定が増加しましたが、既存設備の減価償却が進んだことにより有形固定資産が前連結会計年

度末比48百万円減の5,569百万円と減少したものの、投資その他の資産の投資有価証券が株価

の上昇により増加したことにより、前連結会計年度末比707百万円増の12,690百万円となりま

した。この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べ2,031百万円増の36,315百万円となりま

した。一方、負債は、流動負債が前連結会計年度末比427百万円増の4,776百万円となり、固定

負債が前連結会計年度末比246百万円増の1,145百万円となったため、全体で前連結会計年度末

比674百万円増の5,922百万円となりました。また、純資産は、前連結会計年度末比1,356百万

円増の30,392百万円となり、その結果、自己資本比率は前連結会計年度末の84.7％から83.7％

となりました。 

(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成 29 年 3月期の連結業績予想につきましては、現在までのところ概ね当初予想の範囲内で推移

しているため、平成 28年 5 月 13 日公表の予想から変更いたしておりません。 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税

引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 13,151,732 13,867,243

受取手形及び売掛金 5,948,717 6,612,822

商品及び製品 963,064 838,917

仕掛品 975,539 1,011,941

原材料及び貯蔵品 1,038,075 1,070,170

繰延税金資産 148,613 148,386

その他 77,244 77,436

貸倒引当金 △1,640 △1,840

流動資産合計 22,301,348 23,625,077

固定資産

有形固定資産

機械装置及び運搬具（純額） 1,846,267 1,666,583

その他（純額） 3,771,467 3,902,465

有形固定資産合計 5,617,734 5,569,048

無形固定資産 49,257 51,929

投資その他の資産

投資有価証券 3,027,771 3,746,256

繰延税金資産 203 706

その他 3,288,895 3,323,654

貸倒引当金 △1,570 △1,570

投資その他の資産合計 6,315,300 7,069,047

固定資産合計 11,982,292 12,690,025

資産合計 34,283,641 36,315,103

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,102,720 2,580,311

短期借入金 566,400 752,400

未払法人税等 496,046 172,790

賞与引当金 325,000 198,799

役員賞与引当金 25,000 22,500

資産撤去引当金 33,000 －

その他 800,506 1,049,870

流動負債合計 4,348,674 4,776,671

固定負債

繰延税金負債 385,462 657,912

環境対策引当金 9,532 9,532

退職給付に係る負債 314,797 296,643

資産除去債務 129,746 131,749

その他 59,475 49,836

固定負債合計 899,013 1,145,673

負債合計 5,247,687 5,922,344
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,034,000 1,034,000

資本剰余金 613,767 613,767

利益剰余金 26,965,062 27,962,068

自己株式 △461,547 △461,659

株主資本合計 28,151,281 29,148,176

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 719,259 1,287,548

為替換算調整勘定 300,907 73,779

退職給付に係る調整累計額 △135,496 △116,746

その他の包括利益累計額合計 884,671 1,244,582

純資産合計 29,035,953 30,392,758

負債純資産合計 34,283,641 36,315,103
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

売上高 13,914,491 14,589,561

売上原価 10,938,082 10,834,361

売上総利益 2,976,409 3,755,200

販売費及び一般管理費 1,804,022 1,885,640

営業利益 1,172,387 1,869,559

営業外収益

受取利息 17,479 15,903

受取配当金 65,195 68,568

不動産賃貸料 42,836 42,892

その他 55,989 54,558

営業外収益合計 181,501 181,923

営業外費用

支払利息 8,561 9,053

売上割引 8,200 6,007

賃貸収入原価 25,354 18,931

その他 1,324 517

営業外費用合計 43,440 34,508

経常利益 1,310,447 2,016,974

特別利益

固定資産売却益 32 292

投資有価証券売却益 67,038 0

受取補償金 181,865 6,104

特別利益合計 248,936 6,396

特別損失

固定資産除却損 13,358 43,876

減損損失 61,355 －

特別退職金 18,039 33,974

特別損失合計 92,752 77,851

税金等調整前四半期純利益 1,466,631 1,945,519

法人税等 525,858 553,369

四半期純利益 940,773 1,392,149

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 940,773 1,392,149
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

四半期純利益 940,773 1,392,149

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △194,403 568,289

為替換算調整勘定 △195,240 △227,128

退職給付に係る調整額 △4,863 18,750

その他の包括利益合計 △394,506 359,910

四半期包括利益 546,266 1,752,060

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 546,266 1,752,060

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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(3)四半期連結財務諸表に関する注記事項 

(継続企業の前提に関する注記) 

 該当事項はありません。 

(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記) 

該当事項はありません。 

(セグメント情報等) 

Ⅰ 前第3四半期連結累計期間（自 平成27年4月1日 至 平成27年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

   （単位：千円) 

報告セグメント 
調整額 

(注)1 

四半期連結損益

計算書計上額

(注)2 薬品事業 建材事業 計 

売上高 
(1) 外部顧客に対する売上高             
(2) セグメント間の内部売上高 

又は振替高 

11,581,307

－

2,333,184

－

13,914,491

－

－ 

－ 

13,914,491

－

計 11,581,307 2,333,184 13,914,491 － 13,914,491

セグメント利益 881,859 628,798 1,510,658 △338,271 1,172,387

（注）1.セグメント利益の調整額△338,271千円は、報告セグメントに帰属しない提出会社本社での総務部等管理部門に 

係る費用であります。 

2.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（単位：千円)

報告セグメント 

調整額 合計 
薬品事業 建材事業 計 

減損損失 61,355 － 61,355 － 61,355

Ⅱ 当第3四半期連結累計期間（自 平成28年4月1日 至 平成28年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

   （単位：千円) 

報告セグメント 
調整額 

(注)1 

四半期連結損益

計算書計上額

(注)2 薬品事業 建材事業 計 

売上高 
(1) 外部顧客に対する売上高             
(2) セグメント間の内部売上高 

又は振替高 

12,127,687

－

2,461,874

－

14,589,561

－

－ 

－ 

14,589,561

－

計 12,127,687 2,461,874 14,589,561 － 14,589,561

セグメント利益 1,566,988 695,187 2,262,176 △392,616 1,869,559

（注）1.セグメント利益の調整額△392,616千円は、報告セグメントに帰属しない提出会社本社での総務部等管理部門に 

係る費用であります。 

2.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。 
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